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研究成果の概要（和文）：本研究は、小売店を対象として、インストアマーチャンダイジング（ISM :In-Store Mercha
ndising）におけるシミュレーション分析について体系化することを目的とする。小売店では、ITを活用して膨大なデ
ータを蓄積し、分析が実施されおり、必要な時に利用価値のある情報を提供できることが必要不可欠であるため、定量
的な分析によってその効果を評価することが求められている。本研究では、ISMにおける定量的な効果検証にシミュレ
ーション手法を活用し、効果を検証する一連の手続きを構築した。さらに、それが店舗マネジメントの意思決定を支援
する手法であることを確認し、実際の企業活動へ適用した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to propose the procedure of simulation analysis of th
e ISM (In-Store Merchandising) for retail store. In retail stores, huge data is accumulated by utilizing I
T, analysis is performed. Since it is important to provide the information of utility value when it is nee
ded, to evaluate the effect by the quantitative analysis is required. In this study, a series of procedure
s using simulation model to verify the effect is proposed. In addition, it is confirmed that it is a metho
d to support decision-making of store management, shows the applicability to actual business activity.

研究分野：

科研費の分科・細目：

社会科学

キーワード： シミュレーション分析　インストアマーチャンダイジング

経営学・経営学



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

研究代表者は、2006 年度からコンビニエ
ンスストアと共同研究を行っており、工場・
物流センター・配送・店舗といった一連のサ
プライチェーン全体の調査および分析を行
ってきた。 

サプライチェーンは顧客が基点となって
いるため、サプライチェーンにおける競争力
を強化するには、店舗の改善や改革が重要に
なる。そして、店舗の改善や改革には、イン
ス ト ア ・ マ ー チ ャ ン ダ イ ジ ン グ
(ISM :In-Store Merchandising)の影響が大
きい。ISMとは、「小売店頭で、市場の要求に
合致した商品および商品構成を、最も効果的
で効率的な方法によって、消費者に提示する
ことにより、資本と労働の生産性を最大化し
ようとする活動」と定義されている（『イン
ストア・マーチャンダイジング』田島義博著、
ビジネス社、1989 年）。具体的には、商品構
成や配置、フロアレイアウト、プラノグラム
（棚割り）、インストアプロモーション、ア
ウトストアプロモーションなどを行うこと
である。ISM は、マネジメントの視点から、
販売活動における日々のオペレーションの
効率化を追求すると同時に、販売政策及び計
画の効果性も追求していくことが課題とな
っている。よって、効果を定量的に検証する
アプローチには、販売政策によって売上への
影響がどれくらいであったかを測定するよ
うな売場実験での科学的手法が用いられて
いる。 

しかし、効果変動の要因となる商品の売れ
行きや顧客動線などは複雑であり、不確実な
要素が含まれており、評価することが難しい。
複雑で不確実性が含まれる事例を定量的に
分析するためには、シミュレーションモデル
による分析が適している。また、ISM の定量
的な効果測定において、会計時の待ち時間や
店内混雑度なども指標として含めることで、
顧客の満足度を向上させることにも着目し
することが必要である。従来の ISM において
の効果測定では、売上増加について測定され
ることが中心である。しかし、売上増加する
ためには、顧客のリピーターを増加させるこ
とも重要な課題であり、顧客満足を考慮した
シミュレーションモデル分析による効果測
定は意義があると考えらえる。 

このような背景から、ITを活用して ISMに
関するシミュレーションモデルの構築・分析
を実施することによって、定量的な効果測定
が、店舗運営における意思決定に役立つこと
を明らかにする。 

 

２．研究の目的 

本研究は、小売店を対象として、ISM を調
査し、ISM におけるシミュレーション分析に
ついて体系化することを目的とする。近年に
おける小売店では、IT を活用して膨大なデー
タを蓄積し、分析が実施されている。必要な
時に利用価値のある情報を提供できること

が必要不可欠であるため、定量的な分析によ
ってその効果を評価することが求められて
いる。 
そこで本研究では、ISM における定量的な

効果検証にシミュレーション手法を活用し、
ISM の効果を検証する一連の手続きを構築す
る。さらに、ISM におけるシミュレーション
分析が、店舗運営においての意思決定を支援
する手法であることを確認し、また、実際の
企業活動への適用可能な研究となることを
目的とする。図 1 は、本研究の目的全体を示
している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  本研究の目的 

 

 

(1) 本研究における目標 

本研究では、以下の 3 つを目標とする。 

 

① 店舗マネジメントと情報システムの連
携の必要性を明確化 
ISM における効果を定量的に評価するため

には、情報収集が最初の段階で必要となる。
このとき、適切なデータを収集し、情報シス
テムからどのようなデータを収集し、活用す
べきであるか整理し、重要項目を明確にする。 
 

② ISM とシミュレーション分析に関する体
系化 
ISM の評価として、シミュレーション手法

を用いることの有効性を明らかにする。また、
それを適用することによって、効率的かつ効
果的な政策を検討し、策定する手続きを提唱
する。シミュレーションでは、販売政策から
販売計画、そして販売活動を統合して分析す
る。その効果検証には、顧客の満足度を向上
させることにも着目し、顧客の待ち時間を増
加させずに、レジの会計で要する最適なスタ
ッフ数を得るためのシミュレーション分析
について検討する。特に、ISM による商品配
置なども考慮しながら、さらに全業務を考慮
し、顧客満足を低下させないような人員計画
について検討する。さらに、さまざまな小売
店へ適用できるように、汎用性の高い ISM と



シミュレーション分析のフレームワークを
提唱することを目的としている。 

 
③ 実務でのシミュレーション技術の有効
性の確認 
実際の小売店でのデータを活用し、シミュ

レーション分析を実施することにより、実務
での適用の問題点・改善点を調査し、適用範
囲を明確にする。 

 

(2) 本研究の特色 

 本研究の特色は以下の 3 つである。 

 

① ISM において、販売政策・販売計画・販
売活動を統合させた分析 

ISM の実施によってもたらされる日々のオ
ペレーションの効率性の向上と効果に関す
る定量的な分析を行う。シミュレーション分
析を行うことで、業務改善・改革の効率効果
も確認する。従来の研究では、日々のオペレ
ーションの効率と ISMの効果は個別に評価し
ており、統合して評価するという提案は、IT
を生かした新しい提案である。 
 
② ISM とシミュレーション分析によるフレ
ームワークを提唱 
情報収集からシミュレーションモデル構

築、そして分析・評価の一連の手続きを提唱
することで、コンビニエンスストアだけでな
く、さまざまな小売店を対象として応用する
ことが可能である。さらに、日々のオペレー
ションに活用するために、情報システムとシ
ミュレーションを連動させ、店舗内の様子を
３Ｄアニメーションにて表示させることに
よって、業務に取り入れやすい環境を構築す
る。 
 
③ 実務への適用を目指した研究 
本研究では、実際の企業に適用することが

でき、理論面の解明だけでなく実務面の応用
を念頭においた研究を推進する。理論モデル
を組み込んだシミュレーションモデルの構
築・分析・評価の手順を実施することで、研
究者や専門家だけでなく、実際の企業経営・
実務家にとっても定量的な分析を意思決定
に活用することが可能となる。一般的なフレ
ームワークを提唱し、適用範囲を明らかにす
ることにより、実際の企業経営・実務にも貢
献できる研究を行う。 

 
３．研究の方法 
(1) コンビニエンスストアにおける店舗運
営の調査、POS データ収集など、共同研究の
企業からの支援を受け、店舗に関する調査を
実施する。約 5年分のデータを収集し、詳細
な分析を実施する。 
 
(2) いくつかの従来からシミュレーション
手法が応用されている他分野において、シミ
ュレーション分析に関する調査やシミュレ

ーション構築技術や応用について調査する。
さらに、他分野におけるシミュレーション分
析の手続きを提案することによって、ISM に
おけるシミュレーション手法を用いること
の利点や適用する方法について検討し、サー
ビス分野におけるシミュレーション分析を
適用して定量的に分析する手続きを提案す
る。 
 
(3) 実務において適用可能とするために、
実際の店舗におけるデータを活用し、分析・
検証を実施した応用例を示す。 
 
４．研究成果 
(1) コンビニエンスストアにおける調査 
 本研究は企業からの支援を受け、研究対象
の店舗であるコンビニエンスストアにおけ
る調査を実施した。また、約 5年間にわたり、
POS データを収集することができ、詳細な分
析をすることが可能となった。POS データを
利用し、ISM の実施によってもたらされる
日々の変動から、定量的な分析を実施した。
さらに、業務内容や作業時間についての詳細
調査を実施し、コンビニエンスストアの業務
内容全般について整理した。これらの整理さ
れたデータは、シミュレーションモデルの入
力データとして活用している。 
 
(2) シミュレーション分析に関する研究 
 (1)で示した調査や収集したデータに基づ
き、ISM に関するシミュレーションモデル構
築及び実験を実施した。小売店のような ISM
を実施しているのはサービス分野であるが、
このようなサービス分野における生産性に
ついては、効果を測定すること、そして評価
することは難しい。そこで、最初に他分野（特
に製造や輸送）において、シミュレーション
を活用した生産性や効果測定に関する研究
を実施し、シミュレーション構築及び評価に
ついて検討した。 
 
① 他分野におけるシミュレーション研究 

（生産性と効果測定に関する分析） 
2011年には、地下鉱山の採掘オペレーショ

ンや人員配置などを詳細に分析し、採掘現場
のエレベータや石炭運送設備についてのシ
ミュレーション分析を実施した。運送設備の
搬送速度、保管容量との関係が生産性、効果
の測定において重要事項であることを特定
し、シミュレーションによる意思決定の重要
事項決定における手続きを提供した。 
2012年には、鉱石運送トラックにおける位

置情報システムを利用したシミュレーショ
ンモデル構築手順を提案した。 
2013 年には、石炭輸送におけるトラック、

貨物列車そして石炭専用船のシミュレーシ
ョンモデルにより、それぞれの輸送量、積み
替えのスペース、運送速度における詳細な分
析を実施した。 
 



② 他分野におけるシミュレーション研究
（業務量と人員計画における分析） 
 業務量と人員計画の研究に関して、コール
センターにおける人員計画のシミュレーシ
ョン分析を実施した。人員計画において欠勤
率に応じたサービスレベルの確認を行い、計
画を見直す欠勤率の目安、スキルレベル向上
によるサービスレベルの影響を確認した。シ
ミュレーションモデルの活用が人員計画の
対策に有効であることを示した。 
 
③ ISMへの応用 
 ①②の他分野におけるシミュレーション
分析を実施することで、生産性および効果測
定に関するシミュレーション分析の構築手
続が明確になった。これらの提案を基にし、
サービス分野である ISMに関してのシミュレ
ーション分析へと応用した。 
 
店舗マネジメントでは、顧客への満足度を

維持しながら、店員が実施する業務の効率性
も考慮しなければならない。本研究では、ト
レードオフの関係にあるそれらを考慮しな
がら、特に、人員配置における意思決定の支
援システムとなるシミュレーションのモデ
ルを構築した。人員計画においては、店員の
総業務量を推定する必要があり、顧客対応の
業務量については POS データを利用し、その
他の業務量は店舗内の業務量を測定したデ
ータを使用した。整数計画法とシミュレーシ
ョン分析を統合し、顧客満足を満たしながら、
全業務を遂行するための最小となる人員配
置を決定するためのシミュレーションモデ
ルを構築する手続きを提案した。 

ISM におけるシミュレーション分析を実施
することで、サービス分野におけるシミュレ
ーション分析による効果測定の有効性を明
らかにした。業務内容調査から、業務改善・
改革の効率効果も確認することが可能であ
る。 
従来の研究では、日々のオペレーションの

効率と ISMの効果は個別に評価しており、統
合して評価するという提案は、IT を生かした
新しい提案である。この研究成果は、国際学
術雑誌に投稿中である。 
 
(3) 実務への適用について 
情報収集からシミュレーションモデル構

築、そして分析・評価の一連の手続きを提唱
することで、コンビニエンスストアだけでな
く、さまざまな小売店を対象として応用する
ことが可能である。さらに、日々のオペレー
ションに活用するために、情報システムとシ
ミュレーションを連動させ、図 2 に示したよ
うに、店舗内の様子を３Ｄアニメーションに
て表示させることによって、業務に取り入れ
やすい環境を構築した。また、POS データを
リアルタイムに活用することで、変動の激し
い実務において、利用可能範囲を広げること
も可能である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 店舗内の 3Dシミュレーションモデル 
 
さらに本研究では、実際の企業に適用する

ことができ、理論面の解明だけでなく実務面
の応用を念頭においた研究を推進した。理論
モデルを組み込んだシミュレーションモデ
ルの構築・分析・評価の手順を実施すること
で、研究者や専門家だけでなく、実際の企業
経営・実務家にとっても定量的な分析を意思
決定に活用することが可能となる。また、一
般的なフレームワークを提唱し、適用範囲を
明らかにすることによって、実際の企業経
営・実務においても貢献できる研究を実施し
た。 
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